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分である。具体的には、Michel Quinn Patton の質的研究方法論がデータ収集とデータ分析



















      
最終試験結果の要旨 
 
2017 年 2 月 2 日に行われた口述試験の結果、申請論文が学位を授与するに足りる水準に
あり、かつ十分な研究能力を有することが確認された。よって本委員会は、一致して徐有珍が博
士の学位が授与されるに相応しいものと判断した。 
 
